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フランスガキの種苗生産

佐藤 敦 o田中 俊輔 ｡川村 要

は じ め に

昭和47年 4月 10日より8月 10日まで､フランスガキの種苗生産を行ない11月現在約 5万個の

稚月を採苗することが出来たのでその結果を報告す る｡

材料および方法

(1) 母月の成熟促進 と幼生放出

本年度使用した母月は昭和45年当センターにおいて人工採苗によって得た 2年月でセンター前の筏

から2m層に垂下 して養殖 していたものであるOこの母月を4月10日､5月 22日､5月 51日､6

月9日の4回に分けて60個体宛とりあげ､室内のFRP2002水槽に収容し､20℃の温海水をか

け流し､生殖素の成熟促進をはかった｡その後､幼生を放出させるに当ってほ､/I-ルネット当り母月

を10個体宛収容し､0.5トンのフルコンクイ(商品名 :ポ 1)ダイヤシー ト)水槽内に懸垂 し､ 22℃

の渡過海水 を満し､止水状態で幼生の放出を待った｡

(2) 浮遊幼生飼育

浮遊幼生の飼育には､前述の0.5トンフルコンクイ水槽を用いた｡飼育中は､ウ ォーターバス型式で

22℃に保ち全期間を通 じ軽い通気を行ない､5日毎に全換水､幼生の測定を行なった.採苗器投入後

の換水に当っては､飼育水槽中に径18%のゴムホースを入れ､サイフオン型式で100ミクロン目の

ミューラーガーゼの上に排水し､一方から遁過器 (商品名 :-イフレッシャー )を通 して注水 した｡ミュー

ラーガーゼの上に集った幼生は､同じ水槽内に戻す

方法をとった｡

飼育水槽は全部で 56面使用した｡幼生の飼育密

度は水槽によってまちまちで､ 700-4,8801臥/A

とかなり広範囲とした｡

幼生の餌料として､Monochrysis lzLtheri
(以下 IVlc･という) 27槽､ PhaeodactyZzL7n

tricornutuTn (Ph.)7槽､Green Water

(.G.〟.) 2槽 とした｡ 投餌量はMc.500

万cells/cc､ Ph 2,000万cells/cc～

5,000万cells/cc､GW.4,000万cells/cc

～5,000万cells/ccに増殖したものを幼生数の
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多少に拘らず毎 日1回1水槽当り12宛給餌した｡幼生の殻長がおゝよそ500ミクロンに達した時採
苗器を投入した｡

本年度用いた採苗器は､第 1凶に示すようにクレモナ糸 (5号 )にホクテ原盤を10枚宛通したもの
を1連 とした｡

その他､宮城県において､マガキの天然採苗に使用し好結果を得ているとい う-イゼックス製黒色円

筒状のタキロン トリカルもあわせて使用してみた｡

結果および考察

(1) 幼 生 放 出

前述のとおり温娃処理を行な った母月をそれぞれ5月 21日､6月 5日､6月20日､ 6月25日に

閉殻し幼生の成熟状況を誠べて見たところ第1表に示すとおり幼生放出の可能な状態にあった｡

第 1表 母月の前処理と成熟状況

-前処理開始 開殻測定 漸_j定 未■放 卵 Wh itesick Greysid{ Blacksi

ck 備 考月 日 月 日 個 数(個) (個) (個) (個)

(個) 幼生放出月 日4.10 5.21 10 5 2 1 2 5.22

5.22 6. 5 10 7 1 0 2

6. 46. 4 6.20 10 6 5 0 1 6..21

6. 9 6..25 10 4- ~4 1, :.∴1∴J二.㍗.7:千5

そこで前述の方法で幼生を

放出させたところ､6月25日の場合を除き､それぞれ水槽にセッ･トした翌 日に放出が見られた

Cこのように､フランスガキは20℃前後で温度処理を行なうと､比較的短期間に成熟が促進され,

幼生の放出が可能になることが認められたC なおこのようにして得られた幼生は後述するように何

者までの飼育も可能であった｡(2) 幼 生 の飼 育第2表に､それぞれの水櫓の飼育成績を示したO幼生の放出から付着の開始するまでは､15日～25日の日数を要した.22℃の水温で 1,000/B

の幼生を飼育 した場合､殆んどが 12日～ 15日位で何者し始めるのが これまでの例であるが,本試験では2,000/P以上の密度で飼育した場合20日～ 25日も要した
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第2表 人 工 採 苗 結 果

水槽A6. 幼 生放 出 併科生物 飼 育 開 始 時 付 着 開 始 時 付着開始まで 飼育日数 採

苗 備 ■連数密 度 殻 長範囲

密 度 ー 殻 長範 囲月 日 qW L) (〟) 堰軌/L)

(〟) ?日数 (日) 6番 考1 5.22 MC.2,000 190-175(186) 1,600
550-510(525) 15 51 152 5.22 ′′ 5,000 19D-165

(185) 1,760 540-280(526) 15 51 155 5.25 ′′ 5,2

00 190-155(177) 1,700 550-510(528) 15 50 154 5.29 Ph.2,500 190-175(185) 1,500 50〔ト-270(291) 18 28

165 5.29 ′′ 2,400 190-175(186) 1,500 510-270(292

) 20 28 146 5.51 ′′ 2,700 175-160(168) 1,600 5

00-270(290) 22 22 157 6.4 G.W 2,000 185-ノ175(180) 1,500 500-275(285) 22 24 128910 6.56.96.9 ′′Ph〟 2,7802,7005,600 180-170(175)185-175(179)190-170(

180) 6001,800 510-280(292)540-510(525) 2514 2525 12アクアll 6. 9 ′′ 4,800 190-170(181) トロンの故障12 6.21 〟 2,400 210-170(1

85) により151415 6.216.256.26 Me.′′′′ 1,8001,6002,400 ■ヽ190-170(182)210-175(185)2

15-180(185) 全威浮遊幼161718 6.286.296.50 〟〟′′ 1,6002,2005,100 210-175(185)205-180(185)215-175(185)

生沈降2519 6.50 〟 2,800 210-170(185) 1,800 540-28

0(520) 14 25 2820 7.5 〟 生3才2,100 215-170(185

) 1,500 520-270(505) 15 21 5621 7.5 〟 2,500

210-175(185) 1,600550-260(282) 15 19 4222 7.5 〟 1,800 205-175(185) 1,500 520-270(288) 14 19 40

25 7.6 〟 1,500 190-170(185) 1,200 550-290(515) 1

4 22 5024 7.7 ′′ 2,500 195-175(185) 1,500

510-250(295) 15 24 42●25 7.7 〟 5,100 19O-170(

181) 1,600 510-290(298) 14 24 4526 7.15 〟 860

195-ノ175(182) 660 510-:お0(295) 14 27 5427 7.15 〟 800 20α-175(185) 750 550-285(510) 16 28 55

28 7.17 〟 1,500 205-170(185) 1,100 520⊥270(515)

15 25 4529 7.18 〟 1,400 195-160(178) 1,100 52

0-.285(290) 15 25 5650 7.18 〟 1,400 200-⊥165(17

9) 1,050 550-270(292) 15 25 2751 7.20 〟 800 200

-170(181) 750 50α-285(290) 15 21 4852 7.20 〟 700
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第2図には､飼育開始時飼育水14当りの

幼生数 と.採苗器投入時の歩留 りを示したが､

飼育開始時の幼生数が高い超歩留 りは低い値

になっている｡また成績の思わしくない水槽

では､幼生が 500ミク ロンに達 してもなかな

カ満足な雨着が始まらず､採苗器投入後5日

～7日ぐらいかかって550-550 ミクロン

に連 してからやっと付着するものが多いよう

に感じられた.このようK殻長が大きくなっ

た幼生は渉泳はしているものの付着力が低下

しているのか徐々に沈降､舞死するように思

われた｡

このような傾向は､当センターにおいて5

-4年前から見られ､昭和42年度の事業概

要に単に餌料生物 (Ph.)による影響ではな
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第2図 飼育密度 と何者期までの歩留 り

いかと書いてあるが､今年齢まMc.､G.W.でも同じような結果になり今後更に検討する必要があるO

(5)採 首成 績

/佑18の水槽には,タキロン トリカルとホタテガイ原盤を同時に垂下し､ホクテガイ原盤にかなりの

数が付着した段階に同時に水槽 より取上げ海中に垂下した｡取上げ 1ケ月後の8月 25日に付着状況を

調べて見たところ､長さ40cmのタキロン トリカルにわずか 1-2個が付着しているのみで付着成績は

極めて悪かった｡

第2表に見られるように､最も採苗連数の多い水槽はJ46.26の54連であり､採苗個数は 2万個であ

る｡ところが雨着期の浮渉幼生数は55万個であり､そのうち僅か55%の幼生が付着したにすぎない｡

残 りの67%の幼生については､そのゆくえが明らかになっていない｡ これを100%近 くまでi]着さ

せる技術が解明出来れば､僅かの水槽で充分採苗出来ることになると思 う｡この解決のためには､付着

時期の光､水温,コレクターの材質､尚隔､飼育水槽内の流動など種々の飼育条件の吟味が考えられる

が､今後の研究課題としたい｡
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